
三
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
〔
続
〕

1
そ
の
道
教
的
語
彙
を
中
心
に
一

増

子

和

男

 
 
 
 
 
前
 
言

前
回
の
小
論
「
唐
墨
伝
奇
『
杜
子
春
伝
』
に
関
す
る
一
考
察
」
の
う
ち
、
そ

の
後
、
特
に
道
教
的
語
彙
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
き
た
い
点
や
書
き
加
え
て

お
き
た
い
点
が
い
く
つ
か
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
続
篇
と
い
う
形
で
ま
と

め
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
一

 
初
め
に
、
筆
者
の
と
っ
た
立
場
を
も
う
一
度
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
）

 
前
回
の
小
論
は
、
原
田
淑
人
「
唐
代
小
説
杜
子
春
伝
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
」

が
、
本
作
品
を
、
ペ
ル
シ
ア
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
（
N
P
「
帥
け
昌
仁
ω
げ
け
「
P
）
教
の
経
旨

を
述
べ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と
し
て
、

 
 
①
作
品
中
見
出
さ
れ
る
「
道
教
的
口
吻
」
は
、
在
来
の
宗
教
の
用
語
を
借

 
 
 
り
て
、
当
時
の
民
衆
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
i
教
の
経
旨
を
理
解
さ
せ
よ
う
と

 
 
 
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 
②
道
教
的
用
語
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
の
は
、
一
つ
に
は
、
小
説
類

 
 
 
に
あ
り
が
ち
な
「
文
字
的
混
同
」
に
よ
る
の
で
あ
る
。

と
す
る
の
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
本
作
品
中
に
見

出
さ
れ
る
道
教
的
語
彙
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
表
面
か
ら
読
み
取
れ

る
の
は
、
や
は
り
道
教
的
な
も
の
で
あ
り
、
ゾ
ロ
ア
ス
尊
長
教
は
、
そ
の
背
後

に
ひ
そ
む
影
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
結
論
し
た
。
従
っ
て
、
筆
者
の
竈
元
る
目
的

は
、
本
作
品
の
思
想
的
・
宗
教
的
背
景
に
至
る
ま
で
、
全
て
を
道
教
の
み
で
律

す
る
こ
と
に
な
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

 
本
作
品
の
原
話
や
思
想
・
宗
教
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
行
の
諸
論
文

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
と
し
て
は
少
な
く
と

も
、

①
そ
の
原
話
が
、
印
度
説
話
「
列
士
池
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

②
本
作
品
は
、
儒
・
仏
・
道
三
教
の
影
響
を
受
け
て
成
っ
た
も
の
で
あ
ろ

 
う
こ
と
。

③
或
い
は
、
原
田
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
に
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
は
じ
め

 
と
す
る
、
外
来
の
宗
教
や
思
想
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。
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唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
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考
察
〔
続
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i
そ
の
道
教
的
語
彙
を
中
心
に
ー



を
認
識
し
た
上
で
、
前
稿
を
書
き
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
、
そ
れ
を
補
足
す
る
資

料
を
提
示
し
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
指
す
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
筆
者

の
と
っ
た
一
そ
し
て
こ
れ
か
ら
と
る
立
場
で
あ
る
。

二

 
 
ω
 
老
君
双
檜

多
額
の
援
助
を
二
度
も
蕩
尽
し
た
杜
孟
春
に
、
三
度
目
の
援
助
を
し
て
く
れ

た
老
人
と
の
約
束
に
従
っ
て
、
七
月
十
五
日
の
中
元
の
日
に
二
人
が
再
会
し
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
は
、
老
君
廟
（
老
子
廟
）
の
双
檜
の
下
で
あ
っ
た
。

 
老
子
が
道
教
の
祖
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
前
稿
に
述
べ
た
が
、

「
檜
」
は
、
そ
の
老
子
と
縁
の
深
い
も
の
と
さ
れ
た
。

は
く
し
ゅ
う

毫
州
（
今
日
の
河
南
省
商
丘
県
）
太
清
宮
に
八
檜
有
り
。
老
子
手
づ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ち
ゅ
う

か
ら
植
う
る
な
り
。
枝
も
幹
も
左
紐
（
左
に
ね
じ
れ
る
意
）
せ
り
（
南
朝
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

宋
・
王
詔
之
『
太
清
記
』
）

 
「
杜
子
春
伝
」
の
成
立
し
た
よ
り
後
の
、

ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
詠
ず
る
。

汝
陰
多
老
檜
、
処
処
屯
闇
雲

地
連
丹
砂
井
、
物
化
青
牛
君

時
有
再
生
枝
、
還
作
左
紐
文
…

披
先
生
詩
』
十
三
）

北
宋
・
蘇
戟
も
、
右
の
伝
承
を
ふ

（「

a
趙
景
朋
栽
檜
」
1
『
集
註
分
類
東

 
②
玉
 
女

姜
雲
・
宋
平
校
注

『
玄
怪
録
・
続
玄
怪
録
』
で
は
、

玉
女
、
三
指
神
女
、
三
指
女
道
童
。

 
（
4
）
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
5
）

と
し
、
今
村
与
志
雄
『
唐
宋
伝
奇
集
』
（
下
）
で
も
、
右
の
見
解
を
支
持
す
る
。

 
姜
雲
・
宋
平
『
玄
怪
録
・
続
玄
怪
録
』
で
は
、
華
山
で
の
錬
丹
の
場
面
を
、

で
き
み
限
り
現
実
的
に
捉
え
よ
う
と
い
う
立
場
を
と
り
、
次
項
に
述
べ
る
青

竜
・
白
虎
も
そ
こ
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
華
山
に
は
玉
女
す

な
わ
ち
仙
女
が
住
む
と
伝
承
さ
れ
、
重
代
の
少
な
か
ら
ぬ
人
々
も
、
そ
れ
を
詩

に
詠
じ
て
い
た
。
明
・
胡
応
麟
が
、

凡
変
異
筆
談
、
盛
於
六
朝
。
然
多
是
伝
録
舛
説
、
未
必
尽
幻
設
語
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
里
作
意
好
奇
、
仮
小
説
以
寄
筆
談
。
（
『
小
室
山
房
笹
野
』
二
十
）

至
唐

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
伝
奇
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
が
、
前
代
の
志
怪
と
異
な

る
大
き
な
特
徴
は
、
意
識
的
な
虚
構
性
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
れ

ば
、
唐
代
の
多
く
の
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
、
「
華
山
玉
女
」
が
存
在
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
虚
構
の
世
界
に
玉
女
が
存
在
し
て
も
少
し
も
不
都
合

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

は
な
い
。
し
か
も
そ
の
玉
女
が
九
人
、
丹
炉
の
周
囲
に
居
た
と
い
う
の
も
、
作

者
が
無
意
識
に
書
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
σ
本
作
品
中
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

①
老
人
が
杜
子
春
に
貸
し
与
え
た
金
額
-
三
百
万
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

②
老
人
が
三
春
を
救
っ
た
回
数
一
三
回

へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

一
千
万
、
三
千
万
銭
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へ

③
薬
炉
の
高
さ
一
九
尺

 
 
 
 
 
 
 
 
へ

④
生
女
の
人
数
-
九
人

⑤
服
用
さ
せ
ら
れ
た
「
白
石
」

の
数

へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
エ

（
三
丸
）
と
酒
の
量
（
一
国
）

と
あ
る
よ
う
に
、
出
て
来
る
数
（
単
位
）
の
多
く
が
、
奇
数
す
な
わ
ち
、
中
国

の
伝
統
的
な
思
想
に
言
う
「
石
数
」
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と

が
単
な
る
偶
然
と
は
考
え
難
い
こ
と
と
な
る
。
玉
女
（
仙
女
）
は
、
煉
丹
の
場

に
在
っ
て
は
九
人
で
あ
る
こ
と
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
、

も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カ 
 
㈲
青
竜
・
白
虎

 
丹
心
の
周
囲
に
う
ず
く
ま
る
、
青
竜
と
白
虎
墨
姜
雲
・
合
算
『
玄
怪
録
・

続
玄
怪
録
』
で
は
、
「
玉
女
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
そ
の
場
に
実
在
し
た
と
は

と
ら
ず
、
「
此
指
老
人
煉
薬
時
設
置
的
青
竜
・
白
虎
旗
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
も
玉
女
同
様
、
虚
構
の
世
界
に
在
っ
て
は
、
必
ず
し
も
現
実
的
な
捉
え
方

は
必
要
と
せ
ず
、
「
青
竜
、
白
虎
旗
」
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
動
物
が
、
そ
の

場
に
実
在
し
た
と
し
て
も
問
題
は
な
い
。

 
周
知
の
よ
う
に
、
青
竜
・
白
虎
は
、
伝
統
的
な
五
行
思
想
で
は
、
東
方
・
西

方
を
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
仙
界
や
地
上
に
在
っ
て
、

魔
を
払
う
べ
き
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

 
例
え
ば
、
晋
・
葛
洪
『
抱
型
子
』
で
は
、
仙
道
を
修
め
た
り
、
薬
を
煉
る
場

合
、
或
い
は
戦
乱
を
避
け
て
隠
棲
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
い
ず
れ
も
山
に
入
る

必
要
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
入
山
の
方
法
を
心
得
て
い
な
け
れ
ば
、
山
神

の
詰
り
、
倒
木
・
落
石
・
虎
狼
・
毒
虫
を
ど
の
た
め
に
命
を
落
と
す
危
険
が
あ

る
と
述
べ
．
蛇
や
腹
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

今
為
道
士
人
・
入
山
徒
、
知
大
方
而
不
暁
辟
之
下
道
、
聾
心
小
事
也
。
未

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
へ

入
山
当
預
止
於
家
、
先
学
作
禁
法
。
二
日
月
及
朱
雀
・
玄
武
・
青
竜
・
白

へ虎
以
衛
其
身
（
内
篇
十
七
「
登
渉
」
）

 
こ
の
よ
う
に
、
魔
を
払
う
存
在
と
捉
え
ら
れ
る
青
竜
・
白
虎
で
あ
る
が
、
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
ロ
つ

れ
を
錬
丹
の
基
本
物
質
で
あ
る
禾
（
水
銀
）
と
鉛
の
象
徴
と
す
る
見
方
が
、

一
方
に
存
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

火
気
不
虚
作
、
演
易
以
明
之
。
偶
月
作
鼎
炉
、
白
虎
為
熟
枢
。
乗
無
為
流

 
 
ヘ
 
 
へ

珠
、
青
竜
与
之
倶
。
挙
東
以
合
西
、
重
三
自
重
拘
（
後
漢
・
魏
伯
陽
『
周

 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
 

立
春
同
署
』
上
篇
第
九
章
）

 
鉛
は
金
属
で
、
金
は
西
方
の
位
、
金
の
色
は
白
、
故
に
鉛
を
白
虎
。
禾
（
水

銀
）
の
性
は
金
に
属
し
、
木
は
東
方
の
位
、
そ
の
色
は
青
。
青
竜
は
東
方
に
あ

る
一
1
鈴
木
由
次
郎
『
周
易
参
同
契
』
の
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
解
説
さ

れ
る
。

 
今
日
、
現
行
の
「
杜
子
春
伝
」
の
作
者
と
し
て
は
、
李
藤
野
（
李
諒
が
そ
の

人
で
あ
れ
ば
七
七
五
-
八
三
三
）
あ
る
い
は
蒔
直
儒
（
七
八
○
一
八
四
八
）
の

 
 
 
 
 
 
 
 
す
 

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
生
き
た
、
い
わ
ゆ
る
中
唐
の
時
代
の
人
々

の
共
通
の
認
識
の
中
に
、
或
い
は
右
の
よ
う
な
概
念
が
存
し
た
か
と
も
考
え
ら

れ
る
。
が
、
現
存
の
『
周
易
参
同
契
』
が
、
後
漢
当
時
の
体
裁
を
伝
え
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

か
否
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
学
説
で
は
、
む
し
ろ
否
定
的
で
あ
り
、
例
え

ば
中
野
美
代
子
『
西
遊
記
の
秘
密
ー
タ
オ
と
錬
丹
術
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
ー
1
』

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
〔
続
〕
1
そ
の
道
教
的
語
彙
を
中
心
に
一
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で
は
、

 
 
 
 
 
 
 
ブ
リ
マ
ロ
マ
テ
リ
ア

中
国
の
錬
丹
術
が
第
一
質
料
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
作
業
の
過
程
そ

れ
じ
た
い
に
も
、
八
卦
や
五
行
な
ど
の
考
え
を
と
り
こ
み
、
隠
密
的
な
シ

ン
ボ
リ
ズ
ム
を
そ
な
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
『
抱
朴
子
』
の
時
代
か

ら
数
百
年
後
の
唐
末
ご
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
 
 
 
 
（
1
1
）

と
説
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
『
参
同
契
』
の
所
説
は
参
考
に
と
ど
め
、
こ
こ
で

は
前
回
に
示
し
た
考
え
i
三
才
を
完
成
す
る
妨
げ
と
な
る
、
種
々
の
魔
を
払

う
た
め
に
、
青
竜
・
白
虎
が
丹
炉
（
薬
炉
）
の
側
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
と
す

る
見
方
を
再
確
認
し
て
お
く
。

 
 
ω
縫
帳

 
前
稿
で
は
、
「
赤
い
袖
な
し
の
衣
」
で
あ
ろ
う
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
形
に

関
す
る
資
料
を
見
出
し
得
ず
に
い
た
。
そ
の
後
、
福
井
康
順
ほ
か
『
道
教
』
1

「
道
教
と
は
何
か
」
の
口
絵
に
、
現
在
の
台
湾
道
教
-
六
師
教
 
 
の
緯
（
縫
）

衣
の
写
真
と
図
と
を
見
る
を
得
た
。
同
書
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
大
陸
と
台
湾
と

で
は
同
じ
天
三
教
で
も
様
式
が
異
な
り
、
し
か
も
近
年
い
よ
い
よ
華
美
を
競
う

趨
勢
に
あ
る
由
で
あ
る
が
、
「
縫
い
目
の
粗
い
」
「
赤
い
袖
な
し
」
で
あ
る
こ
と

は
、
唐
代
の
様
式
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
来
の
訳
注
書

で
は
、
こ
の
点
が
わ
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
同
書
か
ら
再

引
し
て
、
参
考
に
供
し
た
い
。

三'

笏怯

     
櫨彪・監三
二     評∫二

． ∫“童

禽｛鰹い鍵

（178）

（
福
井
康
順
ほ
か
『
道
教
』
1
よ
り
）

、



 
 
 
 
 
 
 
三

 
 
㈲
白
石
三
丸

 
前
輪
で
触
れ
な
か
っ
た
事
ど
も
の
中
で
、
筆
者
と
し
て
最
も
検
討
を
必
要
と

す
る
と
考
え
る
の
は
、
こ
の
「
白
石
」
な
る
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
俗
衣
を
脱
ぎ
去
っ
た
老
人
は
、
道
士
の
扮
装
に
身
を
変
え
る
と
、
「
白
石
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
く
 
 
 
す
み
や
か
 
 
こ
れ
 
 
く
ら

丸
・
酒
一
巡
を
持
し
て
、
子
春
に
遺
り
、
速
に
之
を
食
は
」
し
め
た
。
こ

の
白
石
に
つ
い
て
、
従
来
の
訳
注
書
で
は
、

①
白
い
石
の
よ
う
な
丸
薬
”
前
野
直
彬
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
集
』
（
中
国

 
古
典
文
学
全
集
㈲
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
）
、
同
『
唐
名
伝
奇
集
』
2
（
東

 
洋
文
庫
㈲
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
）
、
同
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
選
』

 
（
中
国
古
典
文
学
大
系
㈱
、
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
）
、
内
田
泉
之
助
・

 
乾
一
央
『
唐
代
伝
奇
』
（
新
釈
漢
文
大
系
圓
、
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
）
、

 
高
橋
稔
・
西
岡
晴
彦
『
六
朝
・
唐
小
説
集
』
（
中
国
の
古
典
幽
、
学
習
研

 
究
社
、
一
九
八
二
年
）

②
白
い
石
の
丸
薬
“
今
村
与
志
雄
『
唐
事
伝
奇
集
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九

 
八
八
年
）

と
す
る
が
、
「
白
石
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
い
ず
れ
も
言
及
し

て
い
な
い
。

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
「
白
石
の
よ
う
な
丸
薬
」
と
す
べ
き
か
、
「
白
石
の
丸
薬
」
と
す
べ
き
か
ー

ー
こ
の
答
え
は
、
唐
人
の
「
白
石
」
と
い
う
語
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
考
え

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の
先
行
論
文
と
し
て
は
、
山
内
春
央
「
白
石
を
煮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぼ

る
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
同
論
文
で
は
、
中
唐
の
詩
人
で
あ
る
章
曲
物
の
「
全

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
 

椒
山
中
の
道
士
に
寄
す
」
（
『
全
』
一
八
八
）
を
手
が
か
り
に
、
「
煮
白
石
」
の

意
味
と
そ
の
使
用
目
的
が
考
究
さ
れ
て
い
ゐ
。
そ
の
所
説
に
は
重
要
な
示
唆
が

含
ま
れ
、
参
考
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
筆
者
の
調
査
し

た
事
柄
も
加
え
、
「
杜
三
春
伝
」
に
お
け
る
「
白
石
」
の
意
味
を
考
察
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

 
山
内
論
文
に
示
さ
れ
た
章
慰
物
の
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
唐
詩
に
は
、

白
石
」
一
1
白
石
を
煮
る
一
と
い
う
表
現
が
散
見
す
る
。
例
え
ば
、

「
煮

・
頭
髪
硫
千
三
、
休
乱
流
痩
容

糸
雛
成
大
鶴
、
種
子
作
高
松

 
ヘ
 
 
へ白

石
通
宵
煮
、
寒
泉
尽
日
春

不
旧
離
隠
処
、
那
得
世
人
逢
…
（
買
島
「
山
中
道
士
」
〔
『
全
』
五
七
二
〕
）

。
鳳
骨
軽
来
書
痩
容
、
，
華
墨
館
主
未
成
翁

数
行
玉
札
回
心
久
、
一
掬
雲
漿
漱
歯
空

 
ヘ
 
 
へ

白
石
煮
多
薫
屋
黒
、
丹
砂
埋
久
染
泉
紅

他
年
無
事
先
生
去
、
十
費
須
加
陵
逸
玉
（
皮
日
休
「
言
書
陽
潤
卿
博
士
」

三
首
其
三
〔
『
全
』
六
一
四
〕
）

と
あ
る
が
、
そ
の
詩
題
と
共
に
、
女
中
に
見
え
る
休
糧
、
大
鶴
、
鳳
骨
、
華
陽

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
〔
続
〕
一
そ
の
道
教
的
語
彙
を
中
心
に
一

（179）



館
、
罵
言
、
雲
漿
、
丹
砂
な
ど
の
道
教
臭
の
強
い
語
と
併
せ
見
れ
ば
、
「
白
石
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

と
い
う
語
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
か
は
、
充
分
推
測
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

 
そ
の
「
白
石
」
を
煮
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
に
つ
い
て
、
山
内

 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
う
か
ん

論
文
で
は
、
①
晋
・
鞄
観
の
伝
（
『
晋
書
』
九
五
）
、
②
「
太
山
張
和
忍
石
法
」

（『

_
笈
七
籔
』
七
一
）
、
③
「
白
石
先
生
伝
」
（
晋
・
垂
流
『
神
仙
伝
』
二
）
、

④
『
抱
身
子
』
（
内
篇
十
五
「
雑
応
篇
」
）
の
記
述
を
総
合
し
て
、

即
ち
「
煮
白
石
」
と
は
、
ま
さ
し
く
身
体
を
強
健
に
し
、
不
老
長
生
を
得

る
薬
石
と
考
え
て
い
た
（
ら
し
い
）
白
い
石
を
、
ぎ
る
ご
と
喫
す
べ
く
、

薪
火
で
柔
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
説
く
。

 
そ
も
そ
も
、
鉱
物
性
の
物
質
を
食
し
て
、
身
体
を
強
健
に
、
さ
ら
に
は
不
老

長
生
を
得
よ
う
と
い
う
発
想
は
、
遅
く
と
も
先
秦
時
代
に
は
既
に
あ
っ
た
と
考

 
 
お
 

え
ら
れ
、
例
え
ば
、
『
言
辞
』
（
九
章
「
渉
江
」
）
に
も
、

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

登
毘
脊
分
食
年
英
、
与
天
地
分
同
寿
、
与
日
月
分
同
着
（
後
漢
・
王
逸
『
楚

 
 
 
 
 
 

辞
章
句
』
四
）

 
梁
・
陶
蟻
壁
撰
『
神
農
本
草
経
』
で
は
、
薬
を
上
中
下
の
三
段
階
に
分
類
し
、

そ
の
上
薬
に
十
八
種
類
、
中
薬
に
十
六
種
類
、
そ
し
て
下
薬
に
八
種
類
、
合
計

四
十
二
種
類
の
玉
と
石
の
名
を
挙
げ
、
そ
の
効
能
を
論
じ
て
い
範
。

 
山
内
論
文
で
は
、
こ
の
「
白
石
」
を
『
本
草
経
』
巻
二
所
載
の
「
再
起
石
一

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ

ー
別
名
白
石
」
に
比
定
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
丸
ご
と
喫
す
る
こ
と
は
、
「
い

か
に
も
虚
構
的
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
道
士
た
ち
が
こ
と
さ
ら
に
白

い
石
を
薬
石
と
し
た
理
由
を
、
次
，
の
諸
点
か
ら
説
い
て
い
る
。
・

①
中
国
で
は
、
黄
金
は
「
石
中
之
精
液
」
（
明
・
葉
子
奇
『
草
木
子
』
巻
こ

 
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
硬
質
性
と
不
変
性
か
ら
、
こ
れ
を
体
内
に
入
れ
る
こ

 
と
に
よ
っ
て
寿
命
が
延
び
、
、
不
老
長
生
、
ひ
い
て
は
登
仙
が
可
能
で
あ
る

 
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

②
所
謂
、
陰
陽
五
行
説
に
よ
れ
ば
、
「
金
」
は
色
彩
で
は
「
白
」
に
配
当
さ

 
れ
て
い
る
（
方
角
は
西
）
。

③
こ
れ
を
根
拠
に
道
士
の
問
に
、
白
い
石
が
含
有
す
る
成
分
と
は
殆
ど
か
か

 
わ
り
な
く
、
仙
薬
た
る
金
が
白
い
石
に
貯
蓄
さ
れ
て
い
る
に
相
違
な
い
と

 
考
え
、
白
い
石
を
薬
石
と
し
て
選
択
し
、
こ
れ
を
喫
す
る
こ
と
を
発
想
さ

 
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

C180］

と
見
え
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
中
国
の
人
々
に
根
強
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
事
ど

も
で
あ
っ
た
。
「
杜
子
皆
伝
」
の
中
で
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
占
め
る
仙
薬
も
、

そ
の
前
後
の
話
の
筋
か
ら
推
し
て
、
朱
砂
（
辰
砂
）
す
な
わ
ち
水
銀
と
硫
黄
の

天
然
化
合
物
を
薬
炉
（
丹
炉
）
で
精
煉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

 
右
の
説
は
道
士
た
ち
が
一
そ
し
て
道
教
を
信
奉
す
る
人
々
が
、
「
白
石
」

を
特
別
視
し
た
理
由
を
明
快
に
説
き
明
か
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ

と
は
、
次
の
一
文
に
よ
っ
て
も
補
わ
れ
る
も
の
と
思
う
。

金
星
之
精
、
墜
干
終
南
圭
峰
之
西
。
因
号
太
白
山
。
其
精
化
里
白
石
（
唐
・



＼

 
 
 
 
 
 
 
に
 

杜
光
庭
『
録
異
記
』
）

 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
金
星
の
精
が
、
終
南
山
の
圭
峰
の
西
に
墜
ち
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
太
白
山
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
へ

呼
ば
れ
（
太
白
と
は
金
星
の
こ
と
）
、
そ
の
精
が
化
し
て
白
石
と
な
っ
た

こ
う
し
た
発
想
が
、
他
の
時
代
で
は
な
く
、
唐
代
の
人
自
ら
に
よ
っ
て
語
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
文
は
、
山
内
説
が
ほ
ぼ

的
を
射
て
い
る
こ
と
を
示
す
、
証
左
の
一
つ
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

 
た
だ
、
山
内
氏
の
示
さ
れ
た
見
解
が
、
「
杜
子
春
伝
」
に
見
え
る
白
石
の
解

釈
に
全
て
援
用
さ
れ
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
問
題
が
存
す
る
。
な

る
ほ
ど
、
山
内
論
文
で
は
、
往
時
の
中
国
の
人
々
の
白
石
に
寄
せ
る
、
い
わ
ば

信
仰
と
で
も
言
う
べ
き
思
い
の
理
由
は
説
き
明
か
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
杜

子
春
伝
」
に
言
う
白
石
は
、
氏
の
説
か
れ
惹
「
身
体
を
壮
健
に
し
、
不
老
長
生

を
得
る
薬
石
」
と
し
て
の
み
作
者
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
否
か
。
さ
ら
に
は
、

氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
白
石
は
「
丸
ご
と
喫
す
べ
く
煮
ら
れ
る
」
も
の
と
人
々

は
意
識
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
杜
子
春
信
」
で
の
そ
れ
は
「
三
丸
」

で
あ
る
。
丸
と
い
う
以
上
は
雀
の
卵
大
（
『
抱
朴
子
』
内
篇
第
十
五
「
雑
誌
」
）

で
も
な
け
れ
ば
、
「
桃
李
」
ほ
ど
の
大
き
さ
（
『
雲
笈
七
籔
』
七
一
「
太
山
張
和

三
石
法
」
）
の
い
ず
れ
で
も
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ば
く

 
明
・
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
八
「
金
石
部
」
に
、
唐
・
孫
真
人
（
名
は
思
逸
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 

撰
の
．
『
千
金
翼
』
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

白
石
英
一
斤
、
打
成
豆
大
、
於
盆
中
和
粗
砂
、
着
水
按
二
一
二
千
下
、
洗
浄

又
按
、
傍
安
柳
書
中
、
入
藁
葉
叢
許
、
魚
水
熟
意
訳
光
浄
、
即
以
棉
（
綿
）

袋
盛
、
懸
門
上
。
毎
日
未
硫
前
、
以
水
或
呑
七
粒
、
用
垂
範
匙
圧
下
小
腹

（
中
略
）
石
常
在
小
腹
内
温
暖
、
則
気
息
調
和
、
経
脈
通
達
、
腰
腎
堅
強
、

百
病
自
除
。

 
こ
こ
に
示
さ
れ
た
見
解
で
は
、
そ
の
薬
効
は
、
山
内
説
に
い
う
「
身
体
を
壮

健
に
」
す
る
部
類
に
属
す
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
豆
ほ
ど
の
大
き
さ
に
砕
い
て
、

そ
れ
を
水
な
ど
で
服
用
す
る
と
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
当
の
薬
の

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

材
料
が
「
白
石
英
」
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

 
葛
洪
は
、
『
抱
朴
子
』
巻
五
「
弾
子
」
に
お
い
て
、
あ
り
ふ
れ
た
薬
一
小

小
之
薬
一
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
五
英
」
の
名
が
見
え
る
。

五
英
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
石
英
の
こ
と
で
あ
り
、
白
・
黒
・
赤
・
青
・
黒
の
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種
類
が
あ
る
た
め
の
命
名
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
、
あ
り
ふ
れ
た
 
 
訓

薬
に
も
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
口

或
立
消
堅
氷
、
或
入
水
自
暴
、
能
断
絶
鬼
神
、
禮
却
虎
豹
、
破
積
聚
於
肪

臓
、
蛾
二
千
於
膏
育
、
起
埣
死
於
官
戸
、
返
忌
避
於
既
界
雷
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

と
い
う
効
能
が
あ
る
と
す
る
。

 
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
『
杜
子
春
伝
』
の
中
で
、
主
人
公
の
杜
三
春
が
、

酒
と
共
に
「
白
石
三
丸
」
を
服
用
し
て
か
ら
の
出
来
事
で
あ
る
。

 
い
か
に
恐
ろ
し
い
事
や
自
ら
の
親
族
が
苦
痛
を
受
け
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と

も
、
一
切
口
を
き
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
老
人
は
退
出
す
る
。

果
た
し
て
、
老
人
の
退
出
す
る
や
、
そ
の
言
葉
通
り
、
尊
神
・
悪
鬼
・
夜
叉
・

猛
獣
・
地
獄
と
い
う
数
々
の
苦
難
が
二
藍
を
さ
い
な
む
こ
と
と
な
っ
た
。

三
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
〔
続
〕
 
1
そ
の
道
教
的
語
彙
を
中
心
に
ー



 
こ
の
場
面
に
関
し
て
は
、
魔
（
邪
鬼
）
が
修
行
者
を
さ
ま
ざ
ま
な
威
嚇
や
誘

惑
を
行
っ
て
、
悪
へ
と
誘
う
と
い
う
、
「
試
し
」
の
観
念
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
試
し
」
と
い
う
観
念
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
印
度
に
起
源
が
あ
る
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 

捉
え
る
か
、
中
国
在
来
の
も
の
と
捉
え
る
か
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

か
し
、
「
杜
子
春
怨
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
中
で
は
、
仙
薬
完
成
の
鍵
を
握

る
亭
号
を
、
種
々
の
も
の
が
試
す
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
背
景
が
い
ず
れ
の
思
想
に
あ
れ
、
表
面
的
に
は
道
教
的
「
試
し
」
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
「
杜
子
春
伝
」
の
こ
の
場
面
が
、
道
教
的
な
試
し
を
示
す
と
捉
え
る
な
ら
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く

こ
こ
で
子
君
を
種
々
に
試
す
も
の
は
、
「
邪
鬼
（
黒
）
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
も
の

と
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の
邪
鬼
に
試
さ
れ
る
に
、
際
し
て
、
そ
の
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
、
老
人
に
よ
っ
て
服
用
さ
せ
ら
れ
た
の
が
「
白
石
三
丸
」
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

 
右
に
引
く
『
抱
上
子
』
に
言
う
「
小
小
之
薬
」
の
薬
効
の
中
に
、
「
能
断
絶

鬼
神
」
と
あ
る
の
は
、
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
「
杜
子
春
伝
」

の
作
者
が
、
『
抱
丁
子
』
の
、
こ
の
一
節
を
念
頭
に
置
い
て
「
白
石
」
な
る
も

の
を
設
定
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
或
い
は
「
杜
子
春
伝
」

に
言
う
「
白
石
」
と
は
、
『
抱
朴
子
』
の
説
く
「
小
小
之
薬
」
、
さ
ら
に
具
体
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

に
は
「
白
石
英
」
を
指
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊
 
、

 
も
っ
と
も
、
「
杜
子
達
伝
」
の
作
者
が
念
頭
に
お
い
た
「
白
石
」
が
何
で
あ
っ

た
の
か
を
、
必
ず
し
も
特
定
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
虚
構
の
世
界
に
あ
っ

て
は
、
い
か
な
る
も
の
も
そ
の
存
在
が
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
作
者
の
想

像
の
赴
く
ま
ま
、
ど
の
よ
う
な
薬
を
も
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

 
け
れ
ど
も
、
虚
構
の
世
界
が
、
い
か
に
作
者
の
想
像
に
委
ね
ら
れ
る
と
は
言
っ

て
も
、
そ
れ
が
読
者
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
以
上
、
そ
こ
に
は
作
者
と
読

者
と
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
、
あ
る
種
の
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
作
者
の
念
頭
に
置
い
た
「
白
石
」
な
る
も
の
が
、
た
と
え
筆
者
の
推
測
と

は
異
な
る
物
質
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
山
内
論
文
に
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
が
「
白

い
」
色
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と
、
そ
れ
が
不
変
の
鉱
物
と
考
え
ら

れ
た
「
金
」
へ
と
イ
メ
ー
ジ
が
連
な
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
「
白
石
」
の
効
能
と
し
て
は
、
「
身
体
を
壮
健
輩

し
て
不
老
長
生
を
得
る
」
と
い
う
効
果
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
う
な
る
た
め
の

前
提
と
し
て
あ
る
（
病
な
ど
を
引
き
起
こ
す
）
鬼
魔
の
侵
害
を
退
け
る
効
果
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
 

よ
り
重
点
を
置
い
た
も
の
と
捉
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
よ
う
に
「
白
石
三
丸
」
を
見
た
な
ら
ば
、
何
故
に
老
人
が
、
所
謂
「
試

し
」
の
直
前
に
、
こ
れ
を
子
春
に
服
用
さ
せ
た
か
が
理
解
で
き
る
し
、
従
来
の

訳
注
書
の
多
く
が
「
自
い
石
の
よ
う
な
丸
薬
」
と
訳
し
た
こ
と
が
、
不
十
分
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。

 
 
「
白
石
三
丸
」
と
は
「
白
い
石
の
よ
う
な
丸
薬
」
と
い
う
よ
り
、
「
白
石
の

丸
薬
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
白
い
色
は
、
不
変
の
鉱
物
と
考
え
ら
れ
て
い

た
「
金
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
連
な
り
、
そ
れ
を
服
用
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る

効
果
は
「
消
魔
（
辟
邪
）
」
で
あ
る
一
こ
れ
が
、
唐
人
で
あ
る
作
者
と
読
者

．
と
を
つ
な
ぐ
、
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
こ
そ
、

「
白
石
三
丸
」
の
意
味
も
理
解
が
可
能
と
な
り
、
な
お
か
つ
、
こ
れ
を
敢
て
書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 

い
た
作
者
の
意
図
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（182）



結
 
語

 
以
上
、
「
杜
子
春
伝
」
中
の
道
教
的
語
彙
を
検
討
し
た
。
本
作
品
の
語
彙
的

研
究
と
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
種
々
の
事
柄
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に

本
作
品
の
背
景
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
儒
・
仏
二
教
の
語
彙
を
検
討

し
、
か
つ
ま
た
、
類
話
と
の
語
彙
比
較
を
詳
細
に
行
っ
た
上
で
、
改
め
て
考
え

る
べ
き
か
と
思
う
。
が
、
少
な
く
と
も
、
本
作
品
の
い
わ
ば
本
流
と
し
て
表
面

を
流
れ
る
道
教
的
語
彙
の
幾
許
か
を
検
討
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
次
の
こ
と
は

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

 
ま
ず
思
わ
れ
る
の
は
、
本
作
品
に
見
え
る
道
教
的
語
彙
の
豊
富
さ
と
周
到
さ

で
あ
る
。
確
か
に
、
話
の
展
開
そ
の
も
の
は
、
そ
れ
と
前
後
し
て
成
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
再
話
と
、
根
が
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
が
少
な
く
な
い
。
し

か
し
、
前
稿
お
よ
び
本
稿
に
お
い
て
、
本
作
品
と
同
じ
唐
墨
の
詩
文
や
道
教
の

典
籍
に
徴
し
て
検
討
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
用
語
の
多
く
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
何
ら
か
の
裏
付
け
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
作
者
が
道
教
に
対
し
て

浅
か
ら
ぬ
造
詣
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

道
教
流
行
の
極
盛
期
と
も
称
す
べ
き
三
代
に
あ
っ
て
は
、
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
、
こ
れ
ら
の
知
識
は
い
わ
ば
常
識
で
あ
っ
た
と
い
う
推
測
も
可
能
で
は
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
配
置
が
、
い
か
に
周
到
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
今
回
検
討
し
た

種
々
の
語
彙
の
配
ざ
れ
方
を
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

そ
の
中
に
、
や
が
て
来
た
る
べ
き
仙
薬
の
精
煉
の
失
敗
を
予
見
さ
せ
る
こ
と
ば

を
配
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
作
者
の
構
成
力
は
、
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
7
）

ま
な
か
な
も
の
で
は
な
い
。

 
次
に
思
わ
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
作
者
の
意
図
を
十
分
に
汲
み
取
る
だ
け
の

教
養
を
有
す
る
読
者
の
存
在
で
あ
る
。
「
杜
子
春
伝
」
の
そ
こ
ご
こ
に
周
到
に

'配

u
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
仕
掛
け
」
に
気
付
く
こ
と
の
な
い
読
者
し
か
存
在
し

な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
作
者
が
道
教
活
用
語
を
駆
使
す
る
必
要
も
な

く
、
仮
に
そ
う
し
た
状
況
を
無
視
し
て
こ
れ
ら
の
語
を
羅
列
し
た
だ
け
な
ら
、

こ
れ
以
上
虚
し
い
こ
と
は
な
い
。
や
は
り
、
作
者
と
同
程
度
の
教
養
と
知
的
水

準
を
有
し
た
一
恐
ら
く
は
当
時
に
あ
っ
て
も
限
ら
れ
た
一
1
読
者
た
ち
に
照

準
を
し
ぼ
っ
て
、
こ
の
作
品
が
書
か
れ
た
と
見
る
の
が
、
当
時
の
実
態
に
即
し

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
そ
し
て
、
「
杜
子
春
伝
」
が
、
あ
る
水
準
に
あ
る
作
者
か
ら
、
同
水
準
の
読

者
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
と
し
た
な
ら
、
そ
こ
に
両
者
だ
け

に
理
解
さ
れ
る
何
ら
か
の
寓
意
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
こ
の
国
の
詩
文
の

あ
り
方
に
思
い
を
致
せ
ば
、
さ
ほ
ど
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
で
は
、
そ
れ

は
何
か
1
語
彙
研
究
の
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
現
段
階
で
そ
れ
を
述
べ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
つ
の
可
能
性
を
示
す
に
と
ど
め
、
今
後
の
考
究
に
侯
ち

た
い
。

（
注
）

ω
『
聖
心
女
子
大
学
論
集
』
第
二
二
集
（
一
九
六
四
年
）
所
収
。

②
江
村
如
圭
『
詩
経
名
物
弁
解
』
に
、
「
檜
は
び
や
く
し
ん
な
り
。
ひ
の
き
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
ん
ぱ
く

 
訓
ず
る
は
誤
る
。
本
艸
（
草
）
の
扁
舟
は
、
こ
の
方
の
ひ
の
き
な
り
。
」
と

 
す
る
（
淵
春
景
述
『
章
疏
図
解
』
〔
『
漢
籍
国
字
解
全
書
』
五
、
早
稲
田
大
学

 
出
版
部
、
 
一
九
二
六
年
〕
よ
り
再
引
）
。
『
章
疏
図
解
』
併
載
の
、
中
村

ロ
 
て
き
さ
い

 
暢
斎
『
詩
経
示
蒙
句
解
』
衛
風
「
竹
竿
」
の
注
に
も
、
「
檜
は
、
栢
の
類
、

 
俗
に
い
ぶ
き
と
懸
者
に
ち
か
し
」
と
す
る
。
ち
な
み
に
、
牧
野
富
太
郎
は
、

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
〔
続
〕
1
そ
の
道
教
的
語
彙
を
中
心
に
一
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イ
ブ
キ
（
カ
マ
ク
ラ
イ
ブ
キ
）
i
学
名
冒
巳
需
歪
ω
〇
三
器
霧
δ
い
一
を
、

 
「
漢
名
、
檜
」
と
す
る
（
『
原
色
牧
野
植
物
大
図
鑑
』
、
北
生
憎
、
一
九
八
二

 
年
）
。

㈹
『
説
郭
（
宛
委
山
堂
本
）
』
弓
一
一
八
。
ち
な
み
に
毫
州
は
老
子
の
生
誕
地

、
と
さ
れ
て
い
る
。

ω
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

㈲
岩
波
文
庫
、
一
九
八
八
年
。

㈲
文
淵
閣
本
四
庫
全
書
、
本
学
図
書
館
蔵
。

ω
后
と
は
酒
器
。
四
升
（
豊
代
の
一
升
は
五
九
四
・
四
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
入
り

 
の
丸
い
大
杯
。

㈹
鈴
木
由
次
郎
『
周
易
参
同
契
』
（
中
国
古
典
新
書
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
え
ん

 
六
年
）
。
同
書
が
依
っ
た
の
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
宋
・
楡
瑛
『
周
易
参
同

 
契
発
揮
』
で
あ
る
。
宵
月
は
弦
月
、
ま
た
満
月
。
熟
枢
は
、
火
に
か
け
て
水

 
気
を
去
る
こ
と
。
乗
日
・
琉
珠
は
水
銀
の
こ
と
。

㈲
「
杜
子
春
伝
」
は
、
牛
単
層
『
玄
怪
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
『
太
平

 
広
記
』
巻
十
六
「
神
仙
」
十
六
に
は
、
「
杜
子
心
」
と
題
し
て
「
『
続
玄
応
身
』

 
に
出
づ
」
と
す
る
。
『
続
空
説
録
』
の
作
者
と
し
て
は
、
李
丸
幅
の
名
が
見

 
え
る
。
李
復
言
が
誰
か
に
関
し
て
は
諸
説
が
あ
る
。
最
も
有
力
な
の
が
李
諒

 
と
す
る
説
で
あ
る
が
、
そ
う
決
定
す
る
に
は
種
々
問
題
が
存
す
る
よ
う
で
あ

 
る
。
な
お
、
牛
書
置
の
生
卒
年
に
つ
い
て
は
、
植
木
久
行
「
唐
代
詩
人
新
疑

 
腰
替
」
ω
（
『
文
型
論
叢
』
第
二
一
二
巻
第
三
号
、
弘
前
大
学
人
文
学
部
、
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ん
し
ょ

 
九
八
八
年
三
月
）
、
李
諒
の
生
芳
年
に
つ
い
て
は
周
勲
初
主
思
『
唐
詩
大
辞

 
 
 
 
ご
じ
ょ
い
く

 
典
』
（
〔
呉
汝
煙
執
筆
〕
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ

 
参
照
し
た
。

00
髢
ﾘ
由
次
郎
『
周
易
参
同
量
』
で
は
、
「
魏
伯
陽
の
原
作
と
、
後
学
の
徒
が

 
魏
伯
陽
の
原
作
の
意
を
敷
尊
し
た
文
と
が
混
在
し
て
い
る
。
」
と
説
く
（
今

 
井
宇
三
郎
氏
が
同
書
「
解
説
」
に
引
く
、
鈴
木
説
）
。

⑳
福
武
書
店
、
一
九
八
四
年
。
ま
た
、
村
上
嘉
実
「
錬
金
術
」
で
は
、
「
内
丹

 
と
外
丹
の
論
争
が
出
て
く
る
の
は
、
五
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
現
存

 
の
『
周
易
参
同
契
』
も
あ
る
い
は
五
代
よ
り
宋
初
に
か
け
て
、
内
容
に
改
定

 
が
加
え
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
」
と
す
る
（
福
井
康
順
ほ
か
『
道
教
』
一
「
道

 
教
と
は
何
か
」
〔
平
河
出
版
社
、
一
九
八
三
年
〕
所
収
）
。

⑫
『
志
学
』
第
十
一
号
（
大
谷
女
子
大
学
隅
一
九
八
○
年
）
所
収
。

03

w
全
』
と
は
、
清
・
彰
定
求
ほ
か
奉
勅
撰
『
全
唐
詩
』
、
数
字
は
そ
れ
に
収

 
載
さ
れ
る
巻
数
を
示
す
（
以
下
同
じ
）
。

ω
休
糧
は
、
仙
人
に
な
る
た
め
の
断
穀
。
鶴
は
、
神
仙
と
密
接
な
関
連
を
持
つ

 
鳥
（
前
稿
「
驚
鶴
」
の
項
参
照
）
。
華
言
館
は
今
日
の
江
蘇
省
金
壇
県
の
茅

 
山
の
麓
に
在
っ
た
館
。
茅
山
は
、
道
教
の
有
力
な
一
派
で
あ
る
茅
山
派
の
い

 
わ
ば
総
本
山
で
あ
る
。
応
札
は
、
仙
薬
と
考
え
ら
れ
て
い
た
玉
を
削
っ
た
「
玉

 
せ
つ」

屑
」
（
本
稿
注
（
1
6
）
参
照
）
。
雲
漿
は
、
『
抱
辛
子
』
十
一
「
仙
薬
」
に
言
う
、

 
雲
母
を
溶
い
た
「
雲
液
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

㈲
葛
濡
話
著
・
坂
出
祥
伸
監
訳
『
道
教
と
中
国
文
化
』
第
四
章
「
道
教
と
方
術
」

 
（
二
）
（
東
方
書
店
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。
同
書
で
は
、
こ
う
し
た
鉱
物

 
性
の
物
質
の
服
用
の
要
因
を
、
「
日
常
の
直
観
的
な
感
覚
や
経
験
の
基
礎
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
も
と
づ
い
て
、
各
種
の
た
が
い
に
関
係
の
な
い
事
物
を
あ
る
種
の
感
覚
経
験

 
へ

 
上
の
相
似
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
関
連
さ
せ
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
か
ら
推
論

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
し
て
そ
れ
ら
の
間
に
相
関
性
、
感
応
性
が
あ
る
と
し
た
」
こ
と
に
あ
る
と
す

 
る
（
傍
点
は
、
同
書
に
よ
る
）
。
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㈲
玉
英
は
、
玉
泉
・
玉
屑
・
王
札
と
も
呼
ば
れ
る
。
玉
の
粉
末
を
い
う
。
『
抱

 
朴
子
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
玉
英
は
水
で
服
用
す
る
と
す
る
が
、
こ
の
ほ
か
、

 
液
化
し
た
り
、
柔
ら
か
い
ダ
ン
ゴ
状
に
し
た
り
、
或
い
は
焼
い
て
散
薬
と
す

 
る
方
法
が
あ
る
と
す
る
（
「
仙
薬
」
）
。

⑳
清
・
孫
星
街
、
孫
鷹
冬
至
。
拠
問
経
堂
叢
書
本
、
叢
書
集
成
初
篇
所
収
。

⑱
津
逮
秘
書
第
十
一
集
所
収
。

㈲
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
れ
ば
、
孫
心
逸
の
撰
と
し
て
は
、
樽
代
ま
で

 
『
千
金
翼
方
』
と
『
千
金
方
』
各
三
十
巻
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
後
に
、
そ

 
の
撰
と
言
わ
れ
る
書
物
数
種
を
合
し
て
『
千
金
塁
壁
』
と
為
し
た
と
あ
る
（
巻

 
十
九
「
子
部
・
医
家
類
」
一
）
。
今
日
、
見
る
こ
と
の
で
き
る
テ
キ
ス
ト
は
、

 
こ
の
『
千
金
塗
方
』
の
系
統
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
真
人
」
は
道
教
の
奥
義

 
に
達
し
た
人
、
す
な
わ
ち
仙
人
・
害
悪
・
至
人
と
も
呼
ば
れ
る
人
で
あ
る
。
・

⑳
本
田
済
訳
『
抱
朴
子
』
（
中
国
古
典
文
学
大
系
㈹
、
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
）

 
に
よ
る
。
ま
た
、
孫
思
遡
撰
、
宋
・
高
保
衡
、
林
億
等
校
正
『
備
求
千
金

 
占
方
』
で
は
、
『
抱
朴
子
』
と
は
異
な
り
、
白
石
英
を
上
薬
に
位
置
づ
け
て
、

 
「
欲
軽
身
益
気
、
不
老
延
年
」
の
薬
効
が
あ
る
と
す
る
（
巻
一
「
重
用
薬
」
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
 
し
つ
り
で
つ

㈱
「
単
二
十
善
里
雪
」
と
は
、
膏
盲
に
入
っ
た
病
、
す
な
わ
ち
鍼
灸
の
及
ば

 
ぬ
病
を
も
治
す
こ
と
。
『
春
秋
平
氏
伝
』
（
官
公
十
年
）
の
条
参
照
。

幽
神
塚
淑
子
「
魔
の
観
念
と
早
早
の
思
想
」
で
は
、
漢
訳
仏
典
に
い
う
「
魔
試
」

 
一
魔
（
ζ
錠
四
）
が
修
行
者
を
妨
害
す
る
こ
と
一
の
例
を
挙
げ
る
一
方
で
、

道
教
の
諸
典
籍
で
あ
る
『
抱
浮
子
』
（
「
登
十
干
」
「
極
言
篇
」
）
や
『
神
仙
伝
』
、

 
『
垂
耳
』
（
巻
五
）
の
同
様
な
「
試
し
」
の
話
を
挙
げ
る
。
-
そ
し
て
、
こ
れ

 
ら
を
仏
教
の
影
響
 
 
前
二
者
が
晋
代
、
後
者
が
吾
輩
の
成
立
で
あ
る
か
ら

 
そ
の
可
能
性
も
る
ろ
う
が
 
 
、
と
は
考
え
ず
、
仏
教
の
「
魔
」
と
中
国
の
「
鬼
」

 
と
の
共
通
性
で
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
、
仏
典
の
ζ
母
p

 
の
漢
訳
と
し
て
「
鬼
」
の
字
を
そ
の
内
に
有
す
る
「
魔
」
と
い
う
字
が
創
作

 
さ
れ
た
の
は
、
ζ
震
帥
の
観
念
と
重
な
る
内
容
を
包
む
㍉
鬼
」
の
観
念
が
中

 
国
に
既
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
す
る
（
吉
川
忠
夫
編
『
中
国
古

 
道
教
史
研
究
』
所
収
、
同
朋
社
出
版
、
一
九
九
二
年
）
。

㈱
こ
の
他
、
『
抱
朴
子
』
で
は
、
「
小
小
之
薬
」
と
し
て
、
八
石
（
丹
砂
・
雄
黄

 
〔
硫
化
砒
素
〕
・
空
青
〔
銅
鉱
石
中
に
産
す
る
緑
青
の
類
〕
・
硫
黄
・
雲
母
・

 
戎
塩
〔
岩
塩
〕
・
硝
石
・
雌
黄
「
硫
黄
と
砒
素
の
化
合
物
〕
）
の
名
を
も
挙

 
げ
る
。
こ
の
う
ち
、
白
色
を
呈
し
て
い
る
も
の
は
、
雲
母
（
白
雲
母
）
と
戎

 
塩
で
あ
る
。

㈱
神
塚
淑
子
「
魔
の
観
念
と
消
魔
の
思
想
」
参
照
（
本
稿
注
（
二
三
）
に
既
出
）
。

㈱
こ
の
点
、
先
に
引
い
た
訳
注
書
の
う
ち
、
唯
一
「
白
石
の
丸
薬
」
と
し
た
今

 
村
与
志
雄
氏
の
訳
が
当
を
得
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
，
唐
人
の
「
白
石
」
に

 
寄
せ
る
思
い
を
念
頭
に
置
か
れ
た
上
で
の
訳
で
あ
ろ
う
。

㈲
従
来
、
「
杜
子
主
筆
」
の
類
話
と
し
て
、
既
に
先
行
の
論
文
が
名
を
挙
げ
る
、
．

 
①
「
顧
元
績
」
（
唐
・
書
成
式
『
酉
陽
雑
狙
』
続
集
巻
四
「
既
誤
」
）
、
②
「
薫

 
洞
玄
」
（
『
太
平
広
記
』
巻
四
四
、
出
『
河
東
記
』
）
、
③
「
章
自
東
」
（
『
太
平

 
広
記
』
巻
雲
五
六
、
出
『
伝
奇
』
）
に
は
、
「
試
し
」
を
前
に
し
て
「
白
石
三

 
丸
」
乃
至
は
、
そ
れ
に
類
似
し
た
薬
物
ら
し
き
も
の
を
服
用
す
る
場
面
は
見

 
出
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
「
杜
子
春
雨
」
の
作
者
の
創
作
で
あ
ろ
う
。

勘
成
瀬
哲
生
「
鉄
柱
を
削
る
道
士
」
で
は
、
「
杜
子
春
（
伝
）
」
に
、
時
代
設
定

 
や
人
名
等
に
種
々
の
寓
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
一
方
で
、

 
『
道
話
』
所
収
の
『
黄
帝
九
鼎
神
話
経
訣
』
と
「
杜
子
春
（
伝
）
」
と
の
ズ

 
レ
 
 
例
え
ば
、
老
人
と
子
春
と
が
華
山
に
登
っ
た
七
月
十
五
日
は
、
西
岳

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
〔
続
〕
 
1
そ
の
道
教
的
語
彙
を
中
心
に
一
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（
華
山
）
に
入
山
す
る
忌
日
で
あ
っ
た
こ
と
等
-
i
を
指
摘
し
そ
れ
を
来
る

べ
き
破
綻
へ
の
伏
線
で
あ
っ
た
と
説
く
（
『
竹
田
晃
先
生
退
官
記
念
 
東
ア

ジ
ア
文
化
論
叢
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
六
月
）
。

O

（！86）


